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組合員総数	 ……… 10,547名
（1月／加入21・退会27名）

出資金総額	 … 465,726千円
（1月31日  現在）
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2024年

3月号
第358号

第36回 通常総代会 日 時／6月16日 日  午後1時～
場 所／住之江区民ホール（舞昆ホール）

2 月 24 日土曜日の午後、東住吉区に南大阪医療生協
（以下、南大阪）の新たな拠点となる、東住吉センター（す
こやか駒川）の開所式が行われました。南大阪を代表
して、訪問看護ステーション責任者の紙谷常務理事が、
「東住吉に支部をつくることは南大阪にとって長年の課
題でありました。皆様のご協力で支部ができ、センター

が開所できたことに感謝しています。
現在、事業の部分では大変に厳し
い状況ですが、医療生協は、組
合員さんが出資・利用・運営に
参加することがとても大事です。
とりわけ利用をひろげてほしいと

思います。「1年に 1回の健康診断

は南大阪でお願いします。」の声か
けや、出張インフルエンザ予防接
種を東住吉センターでぜひ計画
してください。」と挨拶しました。
各種民主団体の皆様からもご挨拶
をいただきました。
東住吉支部運営委員長の山田さんの

発声で乾杯をしました。その後に、地域の組合員さん
による、オカリナ演奏＆うたを「カリーナ」の皆さん
から、お笑い福祉士の介護亭しぶ柿さんから落語「ち
はやふる」を披露していただき、会場は拍手や笑いに
包まれました。閉会の挨拶を三輪理事が行い、全員で「大
阪締め」で終了しました。31名の参加でした。

会場いっぱいの参加者で膨らむ期待 
東住吉センター開所
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みなさまのご協力に
より1 月 27 日時点で、
219,124 円 が集まり、
日本医療福祉生活協同
組合連合会を通じて被災
自治体へ届くよう振り込
みをいたしました。ご協
力ありがとうございました。復興に向けて時間もお金も
まだまだかかると思います。診療所や事業所に募金箱
を設置しております。引き続きのご協力をお願いいたし
ます。　　　 組合員活動部　☎ 06-6685-3824

能登半島地震

支援募金に引き続き
ご協力をお願いします。

「朝日新聞サービスアンカー・大阪市朝日会」より「ア
ルミ缶のプルトップ回収キャンペーン」で車いすが寄
贈されました。1月末に、よさみの里に当選連絡がは
いり、突然の連絡で「本当かな !?」と少し不安でしたが、
2月 5日に車いすが届きました。利用者様・職員一同

大喜びでいただきまし
た。これから足元に不
安のある利用者様の送
迎で使わせていただき
ます。

よさみの里 プルトップ回収で
車いすをいただきました

のんびり運動会
に参加しよう

• ボッチャ
• 健康カルタ
• スリッパ飛ばし（座位）
…など

ゆったりほんわか楽しみましょう

日 時▶３月30日土  13時～15時

場 所▶加賀屋診療所
３階 組合員ホール ＆ 駐車場

※	プルトップ回収キャンペーンとは…
各朝日新聞販売店が地域の住民とのつながりを生かし、
集められた空き缶プルトップ（アルミニウム）をまとめ
て回収し、再資源化。そして再資源化で生まれたお金で
車いすを購入し、地域の医療・介護・福祉施設などに寄
贈するというものです。

住吉民主診療所 ☎06-6696-5250／加賀屋診療所 ☎06-6681-1498
介護の相談はケアプランセンターへ ☎06-6695-1153

組合員活動部　住吉 ☎06-6696-5034／住之江 ☎06-6685-3824
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転居やご家族の変更などありましたら、
組合員活動部までご連絡をお願いします。

組合員活動部　☎ 06-6685-3824

「読者のひろば」への投稿やクロスワードパ
ズルの解答を、ハガキでの応募に加えてメー
ルでの受付も行っています。
また「とっておきの 1枚」（テーマは「わ

たしの自慢」）や、「マイブーム」の写真の募
集もしています。写真には、一言コメントを
添えてください。掲載作品には、「QUOカー
ド」をプレゼントします。
なお、ご提供いただいた写真はお返しでき

ませんので、　あらかじめご了承ください。

ハガキ・封書の送り先
〒559-0016 大阪市住之江区西加賀屋2-4-2
南大阪医療生活協同組合・機関紙編集部

メールはこちらへ
kumikatu@moisk.jp

ハガキでの応募・
投稿に加えて　 メール受付でき

ます

組合員のみなさまこんにちは。南大阪医療生活
協同組合は今年で 35 周年を迎えます。住吉民主
診療所は「安心して診てもらえる医療機関がほし
い」という住民要求に応えて、1975 年、当時旧
住吉区（現住之江区）にあった医療法人木津川厚
生会加賀屋病院の分院として、住吉区の我孫子の
地に誕生しました。1987 年に生協化を目指すた
め木津川厚生会から分離独立、1989 年に南大阪
医療生活協同組合として再出発しました。2010
年 4月に医療法人木津川厚生会と再び組織合併し
現在に至ります。節目となる2024年度はさらに、
定款地域のなかで住民のみなさんとともに原点に
返り「安心して診てもらえる医療機関、そして連
携して診てもらえる介護事業」を職員と地域組合
員さんとご一緒につくり上げていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

また勝手なお願いではありますが現在、診療所
の経営は深刻です。政治情勢は社会保障費の切り
捨てが続き、診療・介護報酬の改定は実質マイ
ナス改定で全体の経営実態とはかけ離れた内容に
なっています。
みなさま是非、健康診断や介護相談などは積極

的に医療生協の診療所と介護事業所を活用してい
ただいて、健康づくりに役立てていただきたいと
思います。
また、加賀屋診療所のレントゲン機器の入れ替

えや、住吉民主診療所の電子カルテの更新など経
費がかさむ時期となりました。お願いばかりで恐
縮ですが出資金増資運動にもご協力ください。よ
ろしくお願いいたします。

南大阪医療生活協同組合
専務理事　山嵜　寿美雄

来年度へ
向けて 健診・介護相談・

組合員増やし・出資金増資のお願い

2023年度  第9回 理事会報告
日時／	2024 年 1月 28日㈰ 　午前 9：30〜 11：00
会場／住吉民主診療所 3F組合員ルーム
出席／	理事 19 名　欠席 3名
　　 監事		2 名　欠席 1名

1.	前回の理事会議事録を承認しました。2項組合員は 1名
承認しました。

2.	2024 年度医療福祉生協の中心テーマと重点課題の学習を
行いました。

3.	山嵜専務理事より12 月度の経営報告がありました。単月
で▲ 5726 千円となり、累積経常剰余が▲ 28471 千円と
いう厳しい結果となりました。

4.	12 月度の組合員活動到達、組合員ホールの食事制限撤廃
の報告がありました。

5.	健康づくり委員会、事業所利用委員会、社保平和まちづ
くり委員会、くらしの助け合いの会「ななちゃん」の報
告が各担当理事からありました。

6.	無料低額診療制度の診療所負担分の報告がされました。
7.	人事案件の報告がされました。

以上、すべて承認されました。
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「
向
こ
う
は
、
プ
ロ
の
犯
罪
者
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ
な

い
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」

「
区
役
所
か
ら
電
話
を
掛
け
る

こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
最
近
、

区
役
所
の
担
当
と
名
乗
る
女
性

か
ら
の
電
話
で
騙
さ
れ
た
と
い

う
人
は
、『
ホ
ン
マ
に
役
所
の
人

や
と
思
っ
た
。
丁
寧
で
、
親
切

で
、
え
え
人
に
思
え
た
』
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ン
マ
に

勘
違
い
し
て
し
ま
う
よ
う
な
語

り
口
。
そ
こ
で
ほ
ろ
っ
と
き
て

騙
さ
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
、
気

つ
け
な
あ
き
ま
せ
ん
」

多
田
さ
ん
の
力
の
こ
も
っ
た

説
明
に
、
一
同
納
得
し
て
、
騙

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

よ
う
ね
、
と
思
っ
た
班
会
で
し

た
。な

お
、
特
殊
詐
欺
防
止
対
策

に
、
区
役
所
や
警
察
署
で
は
「
振

込
め
詐
欺
見
張
隊
Ｅ
Ｃ
Ｏ
・
Ｅ

Ｃ
Ｏ
」（
自
動
通
話
録
音
が
で
き

る
特
殊
詐
欺
対
策
機
器
）
を
無

料
貸
与
し
て
い
ま
す
。
大
阪
市

に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
方
の

い
る
世
帯
対
象
で
す
。
区
役
所

防
災
安
全
担
当
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南
住
吉
支
部
と
山
之
内
遠
里

小
野
支
部
の
境
目
近
辺
の
遠
里

小
野
会
館
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
南
海
高

野
線
我
孫
子
前
駅
で
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
宣
伝
に
取
り
組
み
、
そ
の
後

に
遠
里
小
野
会
館
に
移
動
し
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
を
持
っ
て
来
た
方
や
、
会

館
の
隣
の
部
屋
で
行
わ
れ
て
い

た
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
も
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
が
少
し
思

わ
し
く
な
く
て

も
、
最
後
に

看
護
師
の
健

康
相
談
を
受

け
て
み
ん
な

笑
顔
で
帰
っ

て
行
か
れ
ま

し
た
。
参
加
は

17
名
で
し
た
。

こ
れ
が
2
月
の
気
候
か
と
思

う
く
ら
い
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
今

年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
は
、
現

在
5
カ
所
で
行
わ
れ
、
延
べ
41

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
医
療
福
祉
生

協
の
ア
ピ
ー
ル
チ
ラ
シ
を
は
さ

み
込
み
、
道
行
く
人
へ
の
配
布

が
４
０
５
個
、「
介
護
保
険
制
度

改
善
署
名
」「
健
康
保
険
証
を
残

し
て
く
だ
さ
い
署
名
」
が
合
わ

せ
て
97
筆
、
能
登
半
島
地
震
の

支
援
募
金
９
２
７
３
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
は
、
4
月
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
世
界
保
健
デ
ー
の
ア
ピ
ー
ル

で
皆
さ
ん
の
町
に
お
邪
魔
し
ま

す
。

住
之
江
区
役
所
協
働
ま
ち
づ
く
り
課
の
多
田
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
「
特
殊
詐
欺
の
学
習
会
＆
ツ
ボ
押
し
講
習
」
班
会
が
、
1
月
23
日

す
こ
や
か
ポ
ー
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
16
名
が
参
加
し
て
、
多
田
さ

ん
の
奇
抜
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
大
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
付
の
話
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
は
犯
罪
の
プ
ロ
か
ら
の
誘
い

知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は

出
な
い
こ
と
が
大
事

南
住
吉
・
山
之
内
遠
里
小
野
支
部
合
同
企
画

看
護
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
に

「
に
っ
こ
り
」
健
康
チ
ェ
ッ
ク

遠里小野会館

すこやかポート

２月
恒例

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
宣
伝

2
月
17
日
現
在
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戦
火
を
潜
り
抜
け
、
建
築
後

百
年
は
経
つ
と
い
う
大
領
の
家

に
お
住
い
の
須
賀
さ
ん
。
こ
の

地
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
、
母
親
か
ら
何
度

も
聞
か
さ
れ
忘
れ
ら
れ
な
い
話

が
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
貧
困
な

生
活
で
丈
夫
だ
っ
た
お
母
さ
ん

が
結
核
に
罹
っ
た
時
に
、
沓
脱

タ
ケ
子
さ
ん
（
故
人
・
元
参
議

院
議
員
・
元
姫
島
病
院
（
現
姫

島
診
療
所
）
名
誉
院
長
）
に
「
お

金
が
無
く
て
も
心
配
し
な
く
て

い
い
」
と
助
け
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
す
。
民
医
連
や
医
療
生
協

の
活
動
に
、
弱
い
立
場
の
人
た

ち
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
、

そ
れ
が
脈
々
と
続
い
て
い
る
の

を
感
じ
る
と
言
い
ま
す
。

須
賀
さ
ん
は
、
祖
母
か
ら
受

け
継
い
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、

夫
の
松
治
さ
ん
と
は
教
会
の
活

動
を
通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
洗
礼
名
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
変
わ

り
に
と
モ
ニ
カ
（
聖
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
の
母
の
名
）
と
も
名

乗
っ
て
い
ま
す
。
松
治
さ
ん
は

ト
ニ
カ
と
言
い
、
二
人
で
「
ト

ニ
カ
・
モ
ニ
カ
」
と
し
て
吉
本

に
出
る
の
が
将
来
の
夢
と
、
愉

快
で
す
。

く
ね
っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌

い
で
、
何
事
も
ト
ッ
プ
ギ
ア
で

ｉ
ｎ
ｇ
（
進
行
形
）、
進
化
し
続

け
た
い
と
い
う
須
賀
さ
ん
。
50

歳
の
頃
、
メ
タ
ボ
予
防
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
し
て
い
て
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
を
す
す
め
ら
れ
、「
お

母
さ
ん
は
、
あ
ん
た
た
ち
の
た

め
に
我
慢
し
て
な
い
か
ら
、
好

き
に
や
る
わ
」
と
子
ど
も
た
ち

に
宣
言
し
て
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
挑
戦
。
箱は

こ

作つ
く
りま

で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
自
転
車
で
通
う
日
々
を
、

保
育
士
の
仕
事
を
し
な
が
ら
続

け
ま
し
た
。

沢
山
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き

込
ま
れ
る
語
り
口
で
話
す
須
賀

さ
ん
。
早
朝
４
時
に
起
床
し
て

お
昼
寝
を
挟
ん
で
午
後
８
時
に

は
就
寝
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。

玄
関
先
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
に

小
さ
な
花
芽
が
い
く
つ
も
で
き

て
い
る
の
を
見
つ
け
て
開
花
が

待
ち
遠
し
い
と
微
笑
み
ま
す
。

（
い
）

う
ち
の

支
部
の

ひ
と

▼
須
賀
茂
登
子
さ
ん（
大
領
長
居
北
支
部
）

あの人、
この人、

南
住
吉
支
部
と
山
之
内
遠
里

小
野
支
部
の
境
目
近
辺
の
遠
里

小
野
会
館
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
南
海
高

野
線
我
孫
子
前
駅
で
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
宣
伝
に
取
り
組
み
、
そ
の
後

に
遠
里
小
野
会
館
に
移
動
し
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
を
持
っ
て
来
た
方
や
、
会

館
の
隣
の
部
屋
で
行
わ
れ
て
い

た
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
も
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
が
少
し
思

わ
し
く
な
く
て

も
、
最
後
に

看
護
師
の
健

康
相
談
を
受

け
て
み
ん
な

笑
顔
で
帰
っ

て
行
か
れ
ま

し
た
。
参
加
は

17
名
で
し
た
。

こ
れ
が
2
月
の
気
候
か
と
思

う
く
ら
い
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
今

年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
は
、
現

在
5
カ
所
で
行
わ
れ
、
延
べ
41

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
医
療
福
祉
生

協
の
ア
ピ
ー
ル
チ
ラ
シ
を
は
さ

み
込
み
、
道
行
く
人
へ
の
配
布

が
４
０
５
個
、「
介
護
保
険
制
度

改
善
署
名
」「
健
康
保
険
証
を
残

し
て
く
だ
さ
い
署
名
」
が
合
わ

せ
て
97
筆
、
能
登
半
島
地
震
の

支
援
募
金
９
２
７
３
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
は
、
4
月
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
世
界
保
健
デ
ー
の
ア
ピ
ー
ル

で
皆
さ
ん
の
町
に
お
邪
魔
し
ま

す
。

看
護
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
に

「
に
っ
こ
り
」
健
康
チ
ェ
ッ
ク

安立支部

よさみ・苅田庭井・我孫子長居東支部

ポートタウン支部
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能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま

す
。
１
日
も
早
く
断
水
や
停
電

が
復
旧
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
安
立

太
鼓
橋
）

ア
ト
ピ
ー
で
お
世
話
に
な
っ

た
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
診
療

所
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
中
島
先
生
の

コ
ラ
ム
（
？
）
で
相
変
わ
ら
ず
、

お
元
気
そ
う
な
姿
を
み
て
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

（
平
野
区

な
ご
み
）

新
年
早
々
の
大
地
震
。
政
府
の

対
応
が
遅
す
ぎ
る
。
「
道
路
が
寸

断
さ
れ
て
」は
理
由
に
な
ら
な
い
。

被
災
者
の
、
今
後
の
生
活
を
し
っ

か
り
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

東
住
吉
支
部
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
写
真
に
元
職

場
の
同
僚
が
写
っ
て
い
て
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。

（
阿
倍
野
区

坂
野

幸
江
）

暑
い
夏
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
寒
い
冬
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
何

と
か
さ
け
て
来
ま
し
た
が
家
族

が
風
邪
で
お
正
月
は
寝
正
月
。

近
く
に
診
療
所
が
ほ
し
い
な
～
。

（
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン

Ｑ
ち
ゃ
ん
）

前
号
の
ひ
ろ
ば
の
森
本
さ
ん

の
コ
ロ
ッ
ケ
の
話
が
な
つ
か
し

い
！
私
も
あ
び
こ
道
に
住
ん
で

い
て
お
店
知
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

公
設
市
場
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
方
が

安
か
っ
た
で
す
よ
（
笑
）
コ
ロ
ッ

ケ
は
ご
ち
そ
う
で
し
た
ね
。
毎
月

２
の
つ
く
日
は
線
路
沿
い
に
夜
店

も
出
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
同
じ

思
い
出
を
持
っ
て
る
人
と
出
会
え

る
っ
て
楽
し
い
こ
と
で
す
ね
。

（
南
港
東

呑
ち
ゃ
ん
）

阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
液
晶
画
面

に
連
動
し
た
「
天
ぷ
ら
火
災
を

特
殊
な
消
火
器
に
よ
る
光
の
消

火
」「
震
災
後
の
街
並
み
で
の
余

震
体
験
」「
震
度
・
煙
・
救
護
体

験
」
な
ど
申
し
込
み
す
れ
ば
無

料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
一

度
、
体
験
型
防
災
学
習
を
し
て

知
識
を
高
め
て
み
る
の
も
良
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
東
加
賀
屋

サ
ン
モ
ン
）

食
欲
旺
盛
な
男
児
３
人
と
夫
。

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
調
理
に

四
苦
八
苦
。
手
早
く
沢
山
の
美

味
し
い
食
事
を
と
思
い
頑
張
っ

て
い
ま
す
。（

墨
江

さ
わ
ち
ゃ
ん
）

暮
し
は
楽
に
な
ら
ず
、
体
は

弱
っ
て
く
る
。
腰
は
痛
い
手
は
し

び
れ
る
。
字
は
く
ね
く
ね
。
ま
だ

食
べ
る
時
は
箸
が
持
て
る
だ
け
マ

シ
。
で
も
死
ぬ
迄
、
頑
張
ら
な
く

ち
ゃ
ね
。
ど
う
か
住
み
よ
い
社
会

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
上
住
吉

ヤ
ウ
コ
）

加賀屋診療所デイケア室

皆さん、こんにちは !! 加賀屋
診療所デイケア室です。

デイケア室とは通所リハビリテーションとも呼ば
れ、病院や診療所に併設する介護施設になります。
当デイケア室は加賀屋診療所の 2階にあります。送
り迎えの送迎があり 1日の利用を通して日常生活動
作能力の維持・向上の為にお医者さんの指導のもと、
個別リハビリや集団体操、レクリエーションを行っ
たり、食事や入浴の提供を行っております。
当デイケア室では、ご利用者様全員に個別でのリ

ハビリを提供し、必要な方や希望者には器具による
自主トレーニングや計算問題、間
違い探しなどの脳トレーニングを
行っていだいております。また、

ご自宅でも行えるような自主トレーニングの指導も
行っておりますので、興味のある方は施設見学やお
ためし利用も随時行っていますので、ご自身の担当
ケアマネージャーさんに相談してみてください。
まだ介護の認定を受けられていない方や介護の相

談がある場合でも気軽に来てみてください。
連絡先  ☎ 06-6685-0149

●

介 護
だより

読
者
の

ひ
ろ
ば

（
こ
の
つ
づ
き
次
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
Ý
）



事
業
所
利
用
委
員
会

報
告

住
之
江

開
催
日
:
２
０
２
4
年

1
月
25
日
（
木
）

出

席
:
9
人

１
、
虹
の
箱
へ
の
投
書
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た

２
、
虹
の
箱
以
外
の
声

居
宅
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
）
⋮

受
け
持
ち
の
利
用
者
さ
ん
が

年
末
年
始
と
コ
ロ
ナ
に
か
か

り
、
亡
く
な
る
方
が
2
人
お

ら
れ
ま
し
た
。
食
事
が
で
き

て
い
る
か
で
き
て
い
な
い
か

で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
食
事

で
き
た
ら
回
復
す
る
人
が
多

い
、
あ
ま
り
食
欲
が
な
く
て

も
、
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

診
療
所
⋮
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、

今
の
接
種
券
の
使
用
は
3
月

末
ま
で
で
す
。
ま
だ
の
方
は

早
め
に
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
薬
が
（
公
費

適
用
で
も
）
高
い
。
1
割
負

担
の
方
は
３
０
０
０
円
、
2

割
は
６
０
０
０
円
、
3
割
は

９
０
０
０
円
と
負
担
が
あ
る
。

先
日
は
3
割
負
担
の
方
が
、

コ
ロ
ナ
の
薬
は
や
め
て
解
熱

剤
だ
け
で
と
言
わ
れ
た
。
健

康
診
断
の
受
診
券
は
3
月
末

ま
で
で
す
。
ま
だ
の
方
が
お

ら
れ
た
ら
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

各
支
部
の
交
流
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

（7）第 358 号	 虹　の　た　よ　り 2024 年	3 月号

︻
タ
テ
の
カ
ギ
︼

①
へ
た
の
長
︱
︱

②
胡
麻
︱
︱

③「
こ
の
間
」
の
音
変
化

④
鍵

⑥
ス
ト
ラ
イ
キ
の
略

⑧
♪
そ
れ
を
︱
︱
が
鉄
砲
で

撃
っ
て
サ

⑪
は
ば
む
。基
地
建
設
を
︱
︱

⑬
骨
折
り
を
ね
ぎ
ら
う
。

︱
︱
会

⑭
河
を
渡
る

⑮
自
由
に
使
え
る
時
間

︻
ヨ
コ
の
カ
ギ
︼

①
踊
り

③
吸
気
の
対

⑤
聴
取
者

⑦
︱
︱
人
情
に
厚
い

⑨
︱
︱
に
答
え
る

⑩
︱
︱
の
花
は
赤
い

⑫
︱
︱
は
小
を
兼
ね
る

⑭
最
初
。
就
職
し
た
︱
︱
は

ま
ご
つ
い
た

⑯
あ
ん
パ
ン
な
ど
の
甘
い
︱

︱
パ
ン

⑰
そ
の
家
の
気
風
や
習
慣

第
３
５
6
号
の
当
選
者

応
募
総
数
=
31
通

う
ち
正
解
=
31
通

当
選
者（
敬
称
略
）

太
鼓
橋

（
安　
　

立
）

渡
辺

和
美
（
阿
倍
野
区
）

ス
ー
ち
ゃ
ん
（
清
水
丘
）

吉
田

康
子
（
中　
　

野
）

Q
ち
ゃ
ん

（
南
港
中
）

正
解

ト
シ
コ
シ
ソ
バ

（
年
越
し
そ
ば
）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
う
ま
く
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
何
？

解
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
編
集
委
員
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
匿
名
希
望
の
方
は
、
賞
品
発
送
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
本
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

締
切
／
3
月
31
日

賞

品
／
正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

送
り
先
／
〒
５
５
９
│

０
０
１
６
住
之
江
区
西
加
賀
屋
２
│

４
│

２

　
　
　

		

南
大
阪
医
療
生
協
機
関
紙
編
集
委
員
会
宛

※
余
白
に
紙
面
批
評
や
近
況
・
ご
意
見
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

応　募　方　法

·
ご
注
意
を
！

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
へ
の
お

便
り
に
は
、
お
名
前
、
ご
住

所
の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
さ

ん
の
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・
俳
句
・
川
柳
・

写
真
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
送
り
先
は
ク
イ
ズ
と
同
じ
）

俳
句

木
の
こ
ぶ
を
さ
す
れ
ば
風
流
弥
生
の
空

市
江

久
枝

病
棟
の
窓
か
ら
カ
ラ
ス
の
寒
い
声

田
辺

照
子

川
柳

真
紀
子
さ
ん
貴
女
も
と
う
と
う
健
忘
症
？

海

月

甘
汁
は
私
が
飲
ん
で
苦
汁
は
秘
書

海

月

孫
の
嫁

大
き
な
お
腹

福
袋

の
ん
の
ん

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
有
料
に

な
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
注

射
は
止
め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
裏
金
で
何
億
円
も
入
っ
て

く
る
人
も
い
る
な
ん
て
な
ん
と
い

う
世
の
中
で
し
ょ
う
か
？

（
清
水
丘

佐
尾
山

頼
幸
）

私
事
79
歳
に
な
り
、
ひ
孫
の

顔
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
男
子
と
診
断
さ
れ

て
名
前
も
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

無
事
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
、
願
っ

て
い
ま
す
。（

湯
里

の
ん
の
ん
）

クロスワードパズル

ふれあい作品コーナー
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無料・低額診療
制度のご案内

医療費に困り治療をあきらめている方
一日でも早く、私たちの診
療所へ来てください。
一緒に治療を始めましょう。
また、ご近所でお困りの方
がおられたら紹介してくだ
さい。

看護師（訪問・外来）
医療事務・ケアマネジャー

 　介護職員・送迎ドライバー
常勤・パート・登録の短時間勤務など、多様な働き方の相
談にのります。事前の施設・事業所見学ができます。まず
はお気軽にお電話ください。

南大阪医療生活協同組合
☎ 06-4702-8716 担当／金井・山野

住吉民主診療所 診療案内

▶ 4 月11日（木） 午後6時～ 
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6673-3630（法律相談

専用　 ）

住吉民主診療所の
無料法律相談

HPアドレス　https://moisk.jp/

熱や風邪の症状がある方は、事前に電話予約をお願いします。

加賀屋診療所 診療案内

▶3月29日（金）午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6681-1498

加賀屋診療所の
無料法律相談

受　付 診療時間
午前診 月〜土 8	:30 〜 12:00 9	:00 〜 12:00

夜　診 月・水・木 17:30 〜 20:00 18:00 〜 20:00

月 火 水 木 金 土

午
前

北田
（内科）
山田

（内科）

北田
（内科）

藤井
（内科）
高田

（内科）

久保田
（内科）
安山

（内科）

北田
（内科）
高田

（内科）

北田
（内科）

往
診

西口
桜井 西口 中島

福島 中島

夜
診

橋村
（内科）
（小児科）

萩原
（内科）
（小児科）

橋村
（内科）
（小児科）

※夜診は月・水・木	行います。
※混雑の回避のため、予約診療を実施しています。
※ 4月以降医師体制が変わります。（受付にお問い合わせください。）

·電話 06-6696-5250  　·FAX 06-6696-6205
·〒 558-0031 大阪市住吉区沢之町 1-3-16

婦人科検診  3 月 9 日（第 2 土曜日）

健康診断  月～土（午前）

 日曜健診 3 月 17 日　　4 月はありません
 事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ  毎週火・金・土曜日（午前）

 月 2 回  土曜日（午後）

エコー検査 3月7日（木） ・ 3月12日（火） ・ 3月22日（金）

予防接種  小児各種、肺炎球菌ワクチンの予約を受付け
ています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～12:00　　夜間 18:00～19:00

受　付 診療時間
午前診 月〜土 	8	:30 〜 12:00 	9	:00 〜 12:00
午後診 木 13:30 〜 16:00 13:30 〜 16:00
夜　診 木・金 17:30 〜 19:30 18:00 〜 19:30

·電話 06-6681-1498　　· FAX 06-6682-2338
·〒 559-0016 大阪市住之江区西加賀屋 2-5-25

健康診断  平日健診（月～土）午前 9:00 ～ 11:30
 日曜健診 3月17日（第3）・4月28日（第4）

 事前にお問い合せ、ご予約ください。
胃カメラ 第2・4土曜日（大橋医師）  9:00～12:00（予約制）

 日曜健診時 9:00 ～ 11:30（予約制）

エコー検査 月・水（午前・予約制）

 土（午前）第 1・3　  木（夜診）心エコー
予防接種 小児各種、肺炎球菌、コロナワクチンの予約

を受付けています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～11:30

月 火 水 木 金 土

午
前

西口
（内科）
田中

（漢方）
（予約制）

矢野
（内科）
（小児科）
池谷

（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
福島

（内科）

矢野
（内科）
（小児科）

呉
（内科）
（漢方）

矢野
（内科）
（小児科）
田中

（漢方）
（予約制）

第1・3 第1・3・4
辻

（内科）
矢野

（内科）
（小児科）

第 2 第2
後藤

（漢方）
（予約制）

西山
（内科）

第2・4 鋳谷
（整形）鋳谷

（整形）
往
診 西口 福島

矢野 荒谷 矢野 第1・3・5 第2・4
矢野 荒谷

夜
診

渋谷
（心エコー）
（循内）

林部
（内科）

募集




